
令和８年度第１回 松江地域保健医療対策会議（書面会議） 次第 

 
1. 開催方法   書面会議（参集に代えて書面による審議を実施） 

 

2. 配 布 日   令和８年７月 14日（火） 

 

3. 回答期限    令和８年７月 24日（金） 
 

4. 審議事項 

 
（１） 第8次島根県保健医療計画中間評価及び新たな地域医療構想の策定について（概要） 

  【資料１】 

① 第８次島根県保健医療計画 

 令和 8年度には中間評価を行い、「医療審議会」等での審議を通じた計画の推進。 

 ５疾病６事業及び在宅医療、外来医療計画については圏域分を記載する 

 

② 新たな地域医療構想 

 外来･在宅、介護との連携、人材確保等も含めた医療提供体制の確保に向けた取

組を推進する。主の方針は以下のとおり。 

○ 医療機関機能の明確化と連携・再編・集約化の推進 

 『現在担っている』『2040 年に向けて担う』医療機関機能を自ら検討、 

報告する。それを踏まえ、遅くとも 2028 年度までに各医療機関が 2040 

年に向けて担う医療機関機能を決定する。 

 

○ 外来医療・在宅医療・介護連携の強化 

 慢性期の医療需要への対応や、『入退院時』『日常療養支援』『急変時 

対応』『看取り』の場面での具体的連携を推進する。 

 
（２） 第 8 次島根県保健医療計画の中間評価について～5疾病・6事業及び在宅医療【【資料 2】 
 

   【【【『資料 2』の記載内容をご確認いただき、加筆修正についてご意見をお願いしたい。 

 
（３） 第 10 期介護保険事業計画策定にかかる『医療と介護の連携強化』【資料 3】 
     

    下記点についてご意見をお願いしたい。 
 

① 慢性期の医療需要に対応する医療・介護の一体的な提供体制確保 

     慢性期の医療需要を受け止める体制確保 
 

② 医療と介護の相互理解に基づく、切れ目のない退院・療養支援 

   介護保険施設を退院先として活用できるような連携推進 
 

③ 介護保険施設と協力医療機関の連携強化 

   医療と介護ニーズをあわせ持つ高齢者の重症化予防 

   平時からの医療機関と高齢者施設の連携体制整備 

   退院後の再入所も見据えた連携 

 

5. 提出書類   別紙「回答用紙」 


